
（１）児童対象の意識・行動調査（上学年用） 

年   組   番 名前  

災害
さいがい

や防災
ぼうさい

についてのアンケート 

 

 

１ 防災について  

○防災（災害を防ぐためにじゅんびをすること）についてきょうみや関心
かんしん

がある。  

１ とてもある ２ すこしある ３ あまりない ４ まったくない  
 
○この１年間で，災害のことや防災のことについて，どのくらいおうちの人と会話

をしましたか。  
１ 月に１回ぐらい   ２ ３か月に１回くらい  
３ 半年に１回ぐらい  ４ 全然していない  

 

２ 自分のことやおうちのことについて  
 ※自分の考えに一番近いと思う数字に○をつけてください。  
 
 
 

１ 地震
じ し ん

などの災害のニュースを見て，そのことに

ついておうちの人と話をしている。 
１  ２  ３  ４ 

２ 地震がどうして起こるのかを知っていて，説明
せつめい

ができる。 

１  ２  ３  ４ 

３ 上のしつ問で１か２につけた人は説明を書いて

ください。→ 

（地震の起こるしくみ） 

 

 

４ 台風がどうして起こるのかを知っていて，説明
せつめい

ができる。 

１  ２  ３  ４ 

１とてもそう思う ２そう思う ３あまり思わない ４まったく思わない  

しつ問を読んで，自分の考えに一番近い番号をえらんで○をつけてくださ

い。テストの点数や成績 (せいせき )には，いっさい関係がないので安心して答

えましょう。  



５ 上のしつ問で１か２につけた人は説明を書いて

ください。→ 

（台風の起こるしくみ） 

 

 

６ 日本で起こりやすい自然
し ぜ ん

災害
さいがい

を知っている。 １  ２  ３  ４ 

７ 自然の力は おそろしいと感じる。 １  ２  ３  ４ 

８ 自然の力は すばらしいと感じる。 １  ２  ３  ４ 

９ 震災の日のことを おうちの人と話すことがあ

る。 
１  ２  ３  ４ 

10 「災害の時に，どんなあぶないことがあるか」

をふだんからおうちの人と話し合っている。 
１  ２  ３  ４ 

11  家の周り
ま わ り

や登下校の道で，地震にあったときに，

きけんな場所を知っている。 

１  ２  ３  ４ 

12 災害があった時の避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

を おうちの人と話

し合って決めている。 

１  ２  ３  ４ 

13 あなたのおうちでは，災害にそなえて，ペット

ボトルの水や食べ物などを多めにおいている。 
１  ２  ３  ４ 

14 あなたのおうちでは，停電
ていでん

にそなえて，ろうそ

くや懐中
かいちゅう

電灯
でんとう

，電池やラジオなどをおいている。 

１  ２  ３  ４ 

15 あなたのおうちでは，地震によって，食器
しょっき

がお

ちたり家具
か ぐ

がたおれたりしないように工夫してい

る。 

１  ２  ３  ４ 

16 災害で家族
か ぞ く

と離
はな

ればなれになってしまった時，

連絡
れんらく

を取り合う方法をおうちで話し合って決めて

いる。 

１  ２  ３  ４ 

17 家の中で地震が起きたとき，あわてずに落ち着

いて行動している。 
１  ２  ３  ４ 

18 家の中で地震が起きたとき，こわがらずに自分

の身の安全に気をつけている。 
１  ２  ３  ４ 



19 いざというときに，こども 110 番のお店や 近

くの大人に助けをもとめることができる。 
１  ２  ３  ４ 

20 119 番に電話をしたときに，落ち着いて話すこと

ができる。 
１  ２  ３  ４ 

21  学校や地域
ち い き

の避難
ひ な ん

訓練
くんれん

に  真剣
しんけん

に参加
さ ん か

してい

る。 

１  ２  ３  ４ 

22 家の中で地震が起きたとき，身を守るために物

が落ちてこない場所に行って，身の安全に気をつ

けられる。 

１  ２  ３  ４ 

23 登下校中に地震や雷があったとき，身を守るた

めにこども 110 番のお店に入るなど，安全に行動

できる。 

１  ２  ３  ４ 

24 大きな地震などが起こったときに，避難
ひ な ん

するた

めの場所を知っている。 

１  ２  ３  ４ 

25 軽いけがなら，一人で手当をすることができる。 １  ２  ３  ４ 

26 電気ストーブやガスのファンヒーターなどが使

えないときに，体をあたためる方法を知っている。 
１  ２  ３  ４ 

27 電気やガスを使わないで，料理をしたことがあ

る。 
１  ２  ３  ４ 

28 包丁
ほうちょう

やナイフを使って，野菜
や さ い

や肉
にく

を切ったり，

魚をさばいたりすることができる。 

１  ２  ３  ４ 

29 着衣
ちゃくい

水泳
すいえい

（服
ふく

を着たまま水泳）をしたことがあ

る。 

１  ２  ３  ４ 

30 地震の後や，台風が来る前には，家族でテレビ

やラジオなどで情報
じょうほう

を知ろうとしている。 
１  ２  ３  ４ 

31 E
イー

メールを使って，連絡
れんらく

することができる。 １  ２  ３  ４ 

32 自分の家の住所
じゅうしょ

や電話番号，親の携帯
けいたい

電話
で ん わ

の番

号などを言うことができる。 

１  ２  ３  ４ 



33 公園では，ごみなどをちらかさずに遊んでいる。 １  ２  ３  ４ 

34 何かをしてもらったときに，「ありがとう」と言

っている。 
１  ２  ３  ４ 

35 家族や友達が困っているときに，進んで助けて

あげている。 
１  ２  ３  ４ 

36 生き物や植物を大事にし，世話をしている。 １  ２  ３  ４ 

37 こんな 職 業
しょくぎょう

につきたい，こんな大人になりたい

など，自分の将来
しょうらい

に夢
ゆめ

を持っている。 

１  ２  ３  ４ 

38 七郷のまちや これからの世の中が こんなふ

うになってほしいという 思いを持っている。 
１  ２  ３  ４ 

39 近所の人に「おはようございます」「こんにちは」

など，自分から進んであいさつをしている。 
１  ２  ３  ４ 

40 子ども会の 清掃
せいそう

活動
かつどう

や資源
し げ ん

回収
かいしゅう

（廃品
はいひん

回収
かいしゅう

）

に，進んで参加
さ ん か

している。 

１  ２  ３  ４ 

41 震災
しんさい

を知らない人に，震災の時に体験
たいけん

したこと

を伝えている。 

１  ２  ３  ４ 

42 震災
しんさい

復興
ふっこう

のためのボランティア活動をやってみ

たいと思う。 

１  ２  ３  ４ 

43 地域の人といっしょに防災や復興のために行動

している。 
１  ２  ３  ４ 

 
 


